●名古屋支部　　　　　　2019年5月11日(土) 14:00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第1集会室
参加者：吉田孝次、伊賀正夫、長谷部孝男、今枝優、浅井香代、小林美樹、木村達也（7名、内会員6名）　
　主な話題：
　　1. ごあいさつと報告 (吉田)
　　　　豊川市ジオスペース館におけるこの一年間の主な活動報告と協力いただいたことへの
　　　謝辞を述べました。
　　2. 「日月食」の甲骨文字　(伊賀)

　　　　岡崎図書館で白川静著作集別巻［図録篇］76、［釈文篇］36Pに甲骨文字で「日月食」の記がありました。　甲骨文字飲む書かれた時代の日月食がわかれば、その時代の月の運動がわかります。
　　3. 新小惑星 A/2019 G2,G3,G4について　(今枝)　
　　　　パンスターズサーベイで4月2日にA/2019 G2、4月4日にA/2019 G3、4月9日にA/2019 G4が発見されました。　その軌道は、昇交点がG2は火星と木星の間、G3が小惑星帯の中、G4が木星軌道の外に有ります。　軌道だけを見ると彗星と区別がつきません。
　　4. 溶岩流観測　(長谷部)

　　　　天候に恵まれず、撮影できませんでした。　
　　5. セレストロンC-11の不調　(長谷部）
       ここ数ヶ月不具合が生じています。　表示時刻は正常ですが、日付がいつも1999年8月31日になっています。　GPSの故障ではないかと考えサイトロジャパンに問い合わせハンドコントローラーのデーターを書き換えましたが治りませんでした。　GPS-offで日付・時刻を手入力すれば一応動作するので、取り敢えずこの方法で使用しています。　GPSが問題ではないかと問い合せていますがまだ連絡がありません。
　　6. 33cmドブソニアン観望鏡用脚立製作　(長谷部)

　　　　33cmドブソニアンは天頂付近に向けると接眼部の高さは1.4m程になります。　接眼部に触れると対象が視野から外れるので、取手付きの脚立を製作しました。　
　　7. 天文の日　(伊賀)
　　　　2019年5月11日はアメリカの「天文の日 Astronomy Day」です。　年2回、春は4月半ばから5月半ば、秋は10月半ばから11月半ばの間の上弦の月に近い土曜日になります。　今年は春は5月11日、秋は10月5日になっています
　　8. 時計の展示会　(伊賀)
　　　　トヨタ産業技術記念館でトヨタコレクション企画展「時の測り方～和時計に見る"時感"と"からくり"～」が4月20日から6月9日まで開かれています。
　　9. スティーブ　(伊賀)

　　　　ナショナルジオグラフィックス日本語版にスティーブについての記事があります。　ステイーブは二つの発光のハイブリッドとの事です。
　　10. 撮って見ました　(伊賀・木村)
　　　(1) 出目金星雲　　　　　　天狗棚からの撮影です。

　　　(2) オメガ船団　　　　　　岡崎の自宅よりの撮影です

　　　(3) 黒点　　　　　　　　　4月の例会発表の黒点の回帰したものです。 （以上、伊賀）
　　　(4) いて座の天の川　　　　低空に雲が流れていました。

　　　(5) 夏の大三角　　　　　　拡大するとピントが甘いです。

　　　(6) オメガ星団　　　　　　天狗棚からの撮影です。

　　　(7) 出目金星雲　　　　　　天狗棚からの撮影です。
　　　(8) 彼岸花星雲　　　　　　天狗棚からの撮影です。　　　　　　　　　　（以上、木村）
　　 11. みずがめ座η流星群　（吉田）

　　　　今年のみずがめ座η流星群では、佐藤幹哉氏よりダスト・トレイルの予報が出ていました。　－539年と－985年放出のもので、どちらも日本では昼間の時間帯でした。　
杉本弘文氏が世界の電波観測を集計したものでは－539年のダストによる増加が見られますが、－985年ダストによる明確な増加は見られませんでした。
　　
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：木村達也
